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JFE-RAPID
パイプライン弧状推進工法

長尺管接続（自動溶接機MAX-Ⅱ）

プルバック（プーリングヘッド）

発進ヤード

推進機（リグ）

プルバック長尺管全景

リーミング

パイロット完了（ドリルビット到達）



JFE-RAPID工法とは

適用土質

長距離を希望の線形に、精度よく推進する画期的な工法です。　　　　　
JFEが提供するJFE-RAPID工法は、従来推進のような立坑
を構築する必要がなく、地上から斜めに掘進を開始して曲線
軌道の推進を可能とするパイプライン弧状推進工法です。
JFE-RAPID工法は、石油・ガス田開発で実績のある坑井方位・

傾斜測定技術を活用し、高精度な方向制御により自在な曲線
推進施工を実現します。ドリルビット付きドリルパイプで、河川や
地下支障物を回避する滑らかな曲線軌道を掘削した後、その中
に所定口径の鋼管を迅速・確実に引込み敷設する推進工法です。

パイロット工程

粘土層 シルト層 砂　層 砂礫層 玉石層 岩　盤

○ ○ ○ △ × ○

○…適用可    △…条件付き適用可    ×…適用不可

JFE-RAPID工法の標準施工手順

パイロット工程完了後、発進立坑側でリーマを
ドリルパイプに装着し、リグでリーマを回転させながら
到達側へ押し進めてリーミング（拡孔）を実施します。

リーミング完了後、リーマを取り外し、
プーリングヘッドで、敷設する長尺管と
ドリルパイプを接続します。
その後リグにより、発進側へ引き込むことで、
長尺管を地中にプルバック（敷設）します。

プルバック（長尺管引込み）工程 31 2リーミング工程

ドリルパイプ先端に装着したドリルビットから高圧泥水を
噴射し、推進機 (リグ ) による押込みと回転を組み合わせる
ことで、効率的に掘進を行います。

リーマからの泥水噴射により、リーミング孔は高濃度泥水で
満たされ、形成された泥膜によって孔壁の
安定性が保たれます。

長尺管は、到達側のヤードにて、適宜分割して製作され、
順次溶接接続しながらプルバックを行います。

JFE-RAPID弧状推進技術

ドリルパイプ内に装備された3Dセンサによりドリルビット先端位置を
常時監視し、リグで掘削方向を制御することで、計画線形に沿った
掘進を実現します。
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